
2020.03「炉端の会」のひとり言-１

◇第２０期「日本民家園ボランティア講座」が１月１９日よりスタート

日本民家園で活動している炉端の会の会員を養成する日本民家園ボランテ
ィア講座が1月19日（日）からスタートしました。
初日となった19日は原家の２階を会場に、講座の趣旨・園の概要・炉端の会

の概要などを座学で学びました。
講座の二日目となる１月２６日（日）には、午前中、鈴木家・野原家・作田家の
三つのグループに分かれ、炉端の会で行っている床上公開活動の一連の作

業（床上の清掃・来園者への対応・囲炉裏での火の焚き方や鎮火方法等）を体
験して貰いました。
二日目午後は二つのグループに分かれ、炉端の活動で必要となる防災設備

（各棟の火災報知機や緊急通報用ITV）の場所の確認やそれらの使い方、床
上公開で必要な水道の位置や薪置き場等を会員と共に園内を巡回する中で
学んで頂きました。

今年は１８名の方が講座に参加され、初日・二日目の説明を受けられました。

（１９日の座学の様子） （２日目 囲炉裏のでの火につけ方） （２日目 土間の清掃について）

（２日目 ザシキの清掃体験） （２日目 ITVによる警備室への緊急通報実習） （２日目 薪置き場の説明）

受講生の皆さんは１月２８日（火）から３月１４日（土）迄の間に、任意の３日間、
会員に混ざって日常活動に参加して頂き、床上公開の実際を体得して頂きます。



2020.03
「炉端の会」のひとり言-２

◇「炉端の会」、園外研修旅行実行委員会の紹介

各曜日班から２名（２年任期・毎年１名交代）、炉端の会・会長、副会長２名、アドバイ
ザ―１名、計１６名の構成。毎月例会の日の午後、原家２階座敷での車座会議です。

先ずは会員からの意見・要望を集め行先を絞込む。
下見を行い費用を決め日程・行程（見学、宿泊、昼食、場所など）・参加者募集、栞作
り、費用徴収、キャンセル処理等々・・・途中のトイレ休憩確保も重要案件。

１年半前から準備開始となるケースもありますが、ほとんど表に現れることは無く、まさ
に縁の下の力持ち的存在です。大過なく旅行が終わり収支報告、次期引継ぎ資料をま
とめ、終了となります。

民家園・開園から５３年、寄贈主も代替わりが進み、旅行も少しずつ変容しなが
ら引き継がれて行きます。来年度に向け既に、実行委員会は静かに動き始め

ています。
（直近３年間の園外研修旅行）

「炉端の会」（会員約２５０名）では毎年秋に旅行をします。日本の民家は所在地
の気候・風土によってその形、造り、間取りなどに特色が現れるので、民家園に展
示されている古民家の旧所在地と周辺の古民家・文化財等を巡る旅となります。

（２０１７年）（２０１８年）

［関東の村］「神奈川の村」であれば日帰りバス旅行、［宿場の村］「信越の村」［東北の
村］ならば１泊から２泊の旅となります。 少なくなって来てはいますが、寄贈主の方から
歓迎され当時の生活や暮らしについて直接話を伺えることもあり、大変有意義で楽しい
旅となります。

○この旅行を支えているのが実行委員会のメンバーです。

（２０１9年）


